
第1回と第2回座談会での意見のおおまかな整理 

現状 

時間 

復
興 

安全・安心な帰還の条件 
中間貯蔵施設・廃炉の問題      空想・妄想そして夢 

復興の理念 
・子どもたちのために 

・ふるさとの継承  

・ゼロからの出発 

将来像 
①将来にわたって残す双葉町 

・かつての町並みや景観を復活して残す 

・だるま市や祭りを再興する 

・歴史や文化を継承するなど 

②新たな街の核・シンボルづくり 

・浜地区再生計画 

・複合型文化センター 

・おもてなし宿泊施設など 

③町の復興をけん引する新たな産業の誘致 

・企業を誘致する 

・大学・研究機関等を誘致するなど 

④次代の双葉町を担う人材の育成 

・将来を担う子どもを育成する 

・若者の就業を支援するなど 

資料３ 

近隣自治体との 
連携 

コミュニテイの強化 

・集会所機能の充実 

・参加行事を増やす 

・独居高齢者の訪問 

町外に「リトル双葉」を整備 

・小規模な拠点を分散配置 

心のケアと生活自立の支援 

・関連死をなくす 

・自立支援 

子どもや若者の参画 

・子どもの育成 

・子どもに双葉を伝承 

・自立支援 

・若者の意識改革 

戻
ら
な
い
人
の
復
興
も
あ
る 



４つのテーマごとのまちづくりアイデア  ～これまでの議論から～ 

１．将来にわたって残す双葉町 
＜例えば＞ 

・ 新しい町の中にも、懐かしい双葉町の町並みや景観・風景を再生する。  

・ ダルマ市や盆踊りなどを新しい町の中で継承・発展させる。 

・ 双葉町の文化や歴史を記録して、次代の双葉町を担う子供たちに伝承していく。 

２．新たな街の核・シンボルづくり 
＜例えば＞ 

  ・ 双葉町に、帰還と復興を先取りしたモニュメントを制作して、帰りたいと思う町民の気持ちのよりどころとする。 

 ・ 全国の町民が集まり、交流できる場所と宿泊施設をつくる。 

 ・ 町民が安心・安全に生活することのできる生活関連サービスや生活基盤を整備する。 

 ・ 町民と働く人たちが、文化や娯楽を楽しむことのできる場所をつくる。 

３．町の復興を牽引する新たな産業の誘致 
＜例えば＞ 

 ・ 高度な研究機関を誘致して、世界の人材を集める。 

 ・ 廃炉関連の産業施設と、専門人材育成機関を誘致する。 

 ・ 新エネルギー、ICTを活用した農業など、全国のモデルとなるような新産業を誘致する。 

４．次代の双葉町を担う人材の育成 
＜例えば＞ 

 ・ 廃炉等に関わる高度人材を育成する研修機関を誘致し、世界で活躍する人材を町から輩出する。 

 ・ 次代の双葉町を担う子どもを教育する特色ある学校をつくる。 


